
彙

第
八
回
総
会
お
よ
び
研
究
集
会

木
簡
学
会
第
八
回
総
会
と
研
究
集
会
は
、　
一
九
八
六
年

一
二
月
六
、
七
日
の

両
日
に
わ
た
っ
て
奈
良
女
子
大
大
学
会
館
、
お
よ
び
文
学
部
に
お
い
て
、
約

一

二
〇
名
の
参
加
者
を
得
て
開
催
さ
れ
た
、
会
場
に
は
平
城
官
跡
、
藤
原
京
跡
、

大
阪
府
柏
原
市
安
堂
遺
跡
、
大
阪
市
道
修
町
遺
跡
等
出
上
の
木
簡
が
展
示
さ
れ
、

関
心
を
よ
ん
だ
。

◇

一
二
月
六
日

（土
）
（午
後
一
時
十
五
時
）

第
八
回
総
会

（議
長
　
虎
尾
俊
哉
氏
）

最
初
に
平
野
邦
雄
副
会
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
会
員
が
二

一
八
名
に
な
り
今

後
は
会
員
数
と
会
の
運
営
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
っ
た
こ
と
、
ま
た
委
員
に
つ
い
て
は
改
選
の
時
期
を
迎
え
て
い
る
こ
と
、

雑
誌
以
外
の
会
員

へ
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
各
地
で
の
木
簡
出
土
遺
跡
の
見
学

会
も
企
画
し
た
い
と
お
も

っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
述
べ
ら
れ
た
。
つ
づ
い
て
、

議
長
に
虎
尾
俊
哉
氏
を
選
出
し
て
議
事
に
は
い
っ
た
。

会
務

・
編
集
報
告

（佐
藤
宗
諄
委
員
）

会
員
数
は
、　
三
二
名
の
新
入
会
員
を
迎
え
て
、
三
二
〇
名
に
な
っ
た
が
二

名
の
退
会
者
が
あ

っ
た
の
で
現
状
は
二

一
八
名
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
外
国
人

会
員
に
つ
い
て
は
雑
誌
代
と
送
料
の
み
で
会
員
扱
い
と
す
る
こ
と
、
会
誌
八

号
の
編
集
経
過
、
会
誌
代
金
の
据
え
置
き
等
が
報
告
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

会
計
報
告

（岩
本
次
郎
委
員
）

一
九
八
五
年
度
の
会
計
報
告
が
行
な
わ
れ
、
年
度
の
収
支
に
つ
い
て
の
説

明
が
あ
り
、
ひ
き
つ
づ
い
て
関
晃
監
事
か
ら
会
計
の
執
行
が
正
当
、
適
切
に

行
な
わ
れ
て
い
る
旨
報
告
が
あ

っ
て
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

ひ
き
つ
づ
き
、
委
員
、
監
事
の
改
選
が
行
な
わ
れ
、
新
委
員
、
監
事
が
選

出
さ
れ
た

（
一
八
三
頁
参
照
）
。

研
究
集
会

（司
会

早
川
庄
八
氏
）

木
簡
と
表
記
史
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
稲
岡
耕
二

土
器
墨
書
論
―
地
方
官
衡
の
事
例
を
巡
っ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
原
秀
三
郎

稲
岡
氏
の
報
告
は
本
誌
に
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
原
氏
の
報
告
は
、

土
器
墨
書
と
い
う
用
語
お
よ
び
そ
の
性
格
と
分
類
と
に
つ
い
て
の
一
般
論
を

展
開
し
た
上
で
、
坂
尻
遺
跡
の
事
例
を
と
り
あ
げ
て
具
体
的
な
報
告
が
な
さ

れ
た
。

研
究
集
会
終
了
後
、
グ
リ
ル
友
楽
で
懇
親
会
が
ひ
ら
か
れ
た
。

◇

一
二
月
七
日

（
日
）
（午
前
九
時
十
年
後
三
時
三
〇
分
）

研
究
集
会

（司
会
　
佐
藤
宗
諄
氏
、
青
木
和
夫
氏
）

一
九
八
六
年
出
上
の
木
簡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
崎
保
広

長
岡
京
左
京
二
条
二
坊
六
町
出
上
の
木
簡
に
つ
い
て
　
　
　
清
水
み
き

報



大
阪
市
東
区
道
修
町
出
上
の
豊
臣
時
代
の
木
簡
に
つ
い
て
　
中
尾
芳
治

一
九
八
六
年
度
平
城
官
跡
出
上
の
木
簡
　
　
　
　
　
　
　
　
館
野
和
己

寺
崎
報
告
は

一
九
八
六
年
に
出
上
し
た
木
簡
と
八
四
年
以
前
に
出
上
し
た

未
報
告
の
本
簡
を
全
国
的
に
取
り
上
げ
そ
の
概
要
を
報
告
し
た
も

の
で
あ

る
。
清
水
報
告
は
、
地
子
の
荷
札
木
簡
に
論
点
を
し
ば

っ
て
報
告
さ
れ
た
。

ま
た
、
中
尾
報
告
は
、
豊
臣
時
代
の
荷
札
木
簡
に
つ
い
て
の
報
告
で
、
脇
坂

な
ど
大
名
の
名
前
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
注
目
を
ひ
い
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
報
告
に
つ
い
て
は
、
質
疑
討
論
が
活
発
に
行
わ
れ
、
総
括
討

議
で
締
め
く
く
ら
れ
た
。
最
後
に
直
木
委
員
か
ら
閉
会
の
辞
が
あ
り
、
参
加

者

へ
の
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

姦
奮
具
▲
至
鶏
一と
園

◇

一
九
八
六
年

一
二
月
六
日

（土
）

於
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

総
会
に
先
立

っ
て
、
会
務

・
編
集
の
状
況
、
総
会

。
研
究
集
会
の
運
営
に

つ
い
て
検
討
が
行
な
わ
れ
た
。

◇

一
九
八
六
年

一
二
月
六
日

（上
）

於
奈
良
女
子
大
学

総
会
後
新
委
員

・
監
事
に
よ
っ
て
、　
一
九
八
七
年
度
の
役
員
を
互
選
し
た
。

◇

一
九
八
七
年
六
月

一
七
日

（水
）

於
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

新
入
会
員
の
承
認
、　
一
九
八
六
年
度
の
会
計
報
告
、
木
簡
研
究
九
号
の
編

集
計
画
、
研
究
集
会
の
内
容
の
検
討
、
十
周
年
記
念
事
業
の
計
画
に
つ
い
て

な
ど
が
論
議
さ
れ
た
。
同
日
、
会
計
監
査
も
お
こ
な
わ
れ
た
。

◇

一
九
八
七
年

一
一
月

一
一
日

（水
）

於
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

新
入
会
員
の
承
認
、
研
究
集
会
の
内
容
の
検
討
、
八
七
年
度
前
半
の
会
計

報
告
な
ど
が
行
な
わ
れ
、
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
記
念
出
版
を
行
な
う
こ

と
が
決

っ
た
。

木
簡
学
会
役
員

会
　
長

副
会
長

委

員

平
野
　
邦
雄

大
庭
　
　
脩

青
木
　
和
夫

鬼
頭
　
清
明

早
川
　
庄
八

松
下
　
正
司

和
田
　
　
率

田
中
　
　
稔

綾
村
　
　
宏

館
野
　
和
己

橋
本
　
義
則

田
中
　
　
琢

岩
本
　
次
郎

笹
山
　
晴
生

原
　
秀
二
郎

八
木
　
　
充

幹 監

事 事

寺 加 長
崎 藤 山

保   泰
広 優 孝

吉 町 佐 狩
田 田 藤 野

ボ

孝 章 諄 久

栄
原
永
遠
男

東
野
　
治
之




